
プログラミング問題3章 問題
／　　／　　　

　次のプログラムは、キーボードから入力される自然数xが完全数かどうかを判
定するものである。完全数とは、自然数に対して、その数より小さい約数すべて
の総和の値が自然数と同じものをいう（たとえば6は、約数1、2、3を足すと6
になる）。プログラムの空欄 　　　～ 　　　に入る適切な数や変数、式を、後
の解答群から一つずつ選べ。

ア エ

第１問 〈総和のアルゴリズムが使われたプログラム〉

　次の文章を読み、後の問いに答えよ。

　ビンゴマシンのプログラムをつくるため、1から75までの数をランダムに表
示させたい。その際、同じ数は２回表示されることがないようにしたい。これを
実現するための【アルゴリズムA】と【アルゴリズムB】の２つ考え、それぞれに対
応したプログラムを作成した。

【アルゴリズムＡ】
　1から75までの数を要素とする配列変数を用意し、表示した要素を取り除く
方法。配列の初期状態は、[1, 2, 3, 4, 5, ・・・・, 74, 75]であり、乱数により「3」
が出力されたとき、配列を[1, 2, 4, 5,　・・・・, 74, 75]のように表示した数を
除く。このとき、要素数は75から74に変化する。これをすべての要素がなくな
るまで繰り返す。

第２問 〈乱数を用いたプログラム〉
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　　　～ 　　　の解答群ア エ

プログラムの空欄 　　　、 　　　、 　　　、 　　　に入る処理内容を、
次の選択肢から一つずつ選べ。

オ キ ク ケ問１

　表示した数を値として持つ要素を配列に追加する
　(表示した数-1)の添字の要素に1を代入する　　　
　(表示した数-1)の添字の要素を削除する
　(表示した数-1)の添字の要素を追加する
　配列の要素数が0より大きい
　配列の要素数が75より小さい
　配列の要素の総和が1より小さい
　配列の要素の総和が75より小さい
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プログラムの空欄 　　　、 　　　に入る変数や式を、次の選択肢から 
一つずつ選べ。

カ ケ問２

　n 　x ‒ 1 　x 　x + 1 　Balls[n]
　Balls[x-1] 　Balls[x] 　Balls[x+1]
0 0 0 0 0

0 0 0

【アルゴリズムＢ】
　すべての値が0である75個の要素を持つ配列変数を用意し、表示された数に対応する要素の値を
1に変更することで記録していく方法。配列の初期状態は、[0, 0, 0, 0, 0,・・・・, 0, 0]のように75
個の要素すべてが0である。乱数により「3」が出力されると、配列は[0, 0, 1, 0, 0, ・・・・, 0, 0]
のように添字が2の要素を1に変更する。そして、配列の要素すべてが1になるまで繰り返す。
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❶  まず、プログラミング問題の読み解き方を、例題およびその解説を通じて理解しましょう。
❷  引き続き、問題を解いてみましょう。
❸  別冊の解答解説で解いた問題があっているかを確認しましょう。
❹  間違った問題については解説を読み、例題も振り返りましょう。さらに、問題の解き直しをするとよいでしょう。

３章 プログラミング問題 ３章 プログラミング問題

3 章
プログラミング問題

　共通テストにおけるプログラミング問題は、目的に沿ってプログラムを作成する過程自体が問題とな
り、それに合わせたプログラム（ソースコード）の完成形が最終的に示されるかたちとなります。問題
に用意された文章（あるいは会話文）や資料などからプログラム作成に必要となる要件を読み解き、そ
の要件を満たす処理の流れ（＝アルゴリズム）を把握して、プログラムをつくる過程を示す文章の空欄
や、ソースコード内の空欄に入る数や処理などを答えることになります。 　プログラムは、求められる要件を満たすべく、課題

を解決するためのアルゴリズムを考え、それをプログ
ラミング言語の仕様に合わせて記述するものです。共
通テストのプログラミング問題では、まず、問題の要
件（課題）とそれを解決するためのアルゴリズムを理
解することが必要です。次に、アルゴリズムがどのよ
うにプログラムとして表現されているかを考えます。
　共通テストで登場するプログラムは、基本的な反復
構造や分岐構造が使われます。変数や配列、それらへ
の値の代入法など、プログラミングに関する初歩的な
知識さえあれば、問題で登場する擬似言語の仕様（文
法など）も別紙にて示されるので難しいことはありま
せん。
　あとは、プログラムの「アルゴリズムを理解する」
能力を身に着けるために、いくつかの典型的なプログ
ラミングの問題に取り組むことをおすすめします。

共通テストのプログラミングに関する長文問題を解くには、次のようなことが必要になります。

１. 共通テストにおけるプログラミング問題

２. プログラミングの問題を解くのに必要な力

本章には、複数の「例題」とその解説、および「問題」が用意されています。次のような手順で学習を
進めるとよいでしょう。

３. 本章の学び方

まず、目的が収支
計算であることを
理解する。

収支計算に必要な
要素をおさえる。

学びの手順

要件（課題）の把握
・ 課題を解決するための条件
や計算式の導出

・ 変数名（配列含む）と格納
する値の意味の把握

アルゴリズムの理解
・ プログラミング言語の理解
（文法・構文）

条件が真の間繰り返す
処理を読み取る。

問題の文章は長いけ
ど、限られた時間内
でできるだけ丁寧に
読んでいきたいね。

アルゴリズムは、
「習うより慣れろ」
だよ！

プログラム中に出て
くるのは、基本的な
アルゴリズムの構文
のようだね。

１.問題文や与えられた資料や条件などから、要件を適切に把握できる。
２.要件に基づいた処理結果に導く計算やアルゴリズムを考えられる。
３.提示されたプログラム内に基本アルゴリズムを見つけることができる。
４.２、３をもとに、プログラム全体の流れや処理内容を理解できる。

例題で問題の
読み解き方を
確認する

1

問題を解く

2

正誤を確認する

3
間違いは解説で
確認！

例題も振り返る

4
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3章
／　　／　

例題 プログラミングの問題は、次のような順番で思考を
めぐらし、解き進めていくとよいでしょう。

プログラムを読み
解こう！

解 説

例題1

与えられた金額ちょうどになる最小の硬貨の枚数を計算する。

① 要件（課題）の把握

Koukaの高い金額から計算　➡　添え字4から０の順に

④ 反復構造の役割の理解

例題1 　　　 　が正解　　　　　 　が正解　　　　　 　が正解　　　　　 　が正解

　　　 　が正解

ア 3 イ 5 ウ 0 エ 3

オ 1

Kouka ： 硬貨の種類 ➡ 要素数は５、添え字０～４を使う
maisu ： 硬貨の枚数 ➡ 総和のアルゴリズム！

③ 変数名の把握

kingaku：金額 nokori ： 残金
プログラム４行目

kingakuの値46をnokoriに代入

つまり、プログラム３行目は値の初期化、
6行目は足し上げの計算だとがわかる

ウ

エ

オ

残金はイの式から、
　nokori ％ Kouka[i]

i番目の硬貨の金額はKouka[i]なので、硬貨の枚数はアの式から、
　nokori　÷　Kouka[i]

プログラム６行目よりmaisuの総和だから、
　maisu　＋　nokori　÷　Kouka[i]

４６ ÷ １０ ＝ ４ …１０円硬貨の枚数

４６ % １０ ＝ ６ …残金

② 問題を解決するための条件や計算式の導出

ア

イ

Sさんの最初の発言から
要件がわかるね！

これらの計算式は、
Tさんの発言からわ
かるね

〈総和のアルゴリズムが使われたプログラム〉例題1

　次の文を読み、文中またはプログラム中の空欄 　　　～ 　　　に入れる適切な語や命令など
を、後の解答群からそれぞれ選べ。 （令和５年 大学入学共通テスト試作問題［改］）

Ｓ： まずは、関数「枚数(金額)」のプログラムを作るために、与えられた金額ちょうどになる最
小の硬貨の枚数を計算するプログラムを考えてみます。もう少しヒントが欲しいなぁ。

Ｔ： 金額に対して、高額の硬貨から使うように考えて枚数と残金を計算していくとよいでしょう。
また、金額に対して、ある額の硬貨が何枚まで使えて、残金がいくらになるかを計算するには、
整数値の商を求める演算「÷」とその余りを求める演算「%」が使えるでしょう。例えば、
46円で10円玉が何枚まで使えるかは 　　　で、その際いくら残るかは 　　　で求めるら
れますね。

Ｓ： なるほど！　あとは自分でできそうです。

　Ｓさんは、先生（Ｔ）との会話からヒントを得て、変数kingakuに与えられた目標の金額（100
円以下）に対し、その金額ちょうどになる最小の硬貨枚数を計算するプログラムを考えてみた（図
1）。ここでは例として目標の金額を46円としている。
　配列Koukaに硬貨の額を低い順に設定している。なお、配列の添字は0から始まるものとする。
最低額の硬貨が1円玉なのでKouka[0]の値は1となる。
　先生（Ｔ）のヒントに従い、
高額の硬貨から何枚まで使え
るかを計算する方針で、4～
6行目のような繰返し文にし
た。この繰返しで、変数
maisuに支払いに使う硬貨の
枚数の合計が計算され、変数
nokoriに残りいくら支払え
ばよいか、という残金が計算
される。

ア オ

ア イ

　 4　　　　 5　　　　 6　　　　 46 ÷ 10　　　　 46 ＊ 10　　　 46 % 100 1 2 3 4 5

　　　～ 　　　の解答群ア ウ

図1　目標の金額ちょうどになる最小の硬貨枚数を計算するプログラム

Kouka = [1, 5, 10, 50, 100]
kingaku = 46
maisu = 0
nokori = kingaku

maisu =     
ウ

エ
オ

　 Kouka[i] * nokori 　 nokori % Kouka[i]
　 maisu - nokori ÷ Kouka[i] 　 maisu + nokori ÷ Kouka[i]
0 1

2 3

　　　・ 　　　の解答群エ オ
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本書のおもな内容（予定）
●共通テスト最新問題の分析と解説
●小問の対策と問題
●中・長文問題の対策と問題
●追試・オリジナル模擬問題など
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共通テストの傾向分析＋徹底解説
本書の導入では、最新の過去問を解説し、出題
傾向を分析。その後、主要な領域ごとに対策や
解き方のコツをわかりやすく解説します（写真左）。

例題を用いて正答を導くポイントを解説
中・長文形式で出題される領域では、実際の出題形式
に沿った例題を収録。正答を導くための見方・考え方
を丁寧に解説します。

分析に基づく問題を収録
共通テストの傾向分析に基づいて、取り組んでおき
たい問題を収録。試験で問われやすい内容を押さえ
ながら、本番に向けた応用力を養います。

※紙面は現在制作中のサンプルになります。供給時に変更になる可能性があります。
本資料は、一般社団法人教科書協会「教科書発行者行動規範」に則り、配布を許可されているものです。


